
 

 
 

 
 

 

                                     ０９－Ｄ－０７６２ 

２００９年１１月１０日 
 

独立行政法人水資源機構（証券ｺｰﾄﾞ：－）  

長期優先債務格付据置：「ＡＡ+」(ﾀﾞﾌﾞﾙ A ﾌﾟﾗｽ)  

格付けの見通し：「安定的」 

債券格付据置：「ＡＡ+」(ﾀﾞﾌﾞﾙ A ﾌﾟﾗｽ) 
 

株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）は、以下のとおり長期優先債務＊ および債券の格付けを見直し、据え置き

ましたのでお知らせします。 

* 長期優先債務格付けとは、債務者（発行体）の債務全体を包括的に捉え、その債務履行能力を評価したものです。この

うち、期限１年以内の債務に対する債務履行能力を評価したものを短期優先債務格付けと位置づけています。個別債務

の評価（債券の格付け、ローンの格付け等）では、債務の契約内容、債務間の優先劣後関係、回収可能性の程度も考慮

するため、個別債務の格付けが長期優先債務格付けと異なること（上回ること、または下回ること）もあります。 
 

発行体：独立行政法人水資源機構 
 
【据置】 

(対 象) (格付)       (見通し) 

・  長期優先債務 AA+    安定的 

【据置】 
(対 象)            (格付) 

・ 水資源開発債券（第 1～第 3回） AA+（2 ページ参照） 

・ 水資源債券（第 1～第 6回）   AA+（2 ページ参照） 
 

【格付事由】 

(1) 独立行政法人水資源機構（以下、「機構」という。）は、水資源開発基本計画（フルプラン）に基づく治水・

利水を目的としたダムや用水路等の施設の新改築(新築は水の供給量を増大させないものに限る)や、施設

管理等を行っており、その社会的意義、政策的重要性は高い。 

(2) 近年の低金利の恩恵によって、受取利息の超過状態が続いており、その結果、09/3期末の自己資本は1,084

億円（うち利益剰余金 1,011 億円）まで積み上がった。現状の財務内容からみて、事業の長期化や金利上

昇に耐えうるだけの自己資本の厚みが確保されていると判断される。 

(3) 09 年 10 月 9日に国土交通省より「09年度におけるダム事業の進め方について」が公表され、機構が建設

中の 8事業のうち 3事業について、当初予定していた新たな段階に入らないこととされた。また、民主党

マニフェストの「独立行政法人改革」に則って、独立行政法人等は原則廃止を前提にゼロベースで見直す

方針とされた。これを受け、政府は、年内に独立行政法人改革の工程表を策定し閣議決定を目指すことと

なっており、独立行政法人という組織形態や機構の業務内容について見直しの対象となる可能性があるが、

組織の見直し等が行われたとしても、その事業及び債務等は国等へ適切に承継されるものとみられる。 

以  上 

 （シニアアナリスト 小峯 崇志・アナリスト 南澤 輝） 

 

 



 

 
 

 
 

 

  

【水資源開発債券、水資源債券一覧】 

（対象債券） （発行額） （発行日） （償還期限） （利率） 

第 1 回水資源開発債券 100 億円 2001 年 12 月 3 日 2011 年 9 月 20 日 1.52％ 

第 2 回水資源開発債券 130 億円 2002 年 6 月 24 日 2012 年 6 月 20 日 1.72％ 

第 3 回水資源開発債券 130 億円 2003 年 7 月 1 日 2013 年 6 月 20 日 0.56％ 

第 1 回水資源債券 150 億円 2004 年 11 月 19 日 2014 年 9 月 19 日 1.63% 

第 2 回水資源債券 50 億円 2005 年 10 月 27 日 2009 年 12 月 18 日 0.78％ 

第 3 回水資源債券 100 億円 2005 年 10 月 27 日 2015 年 9 月 18 日 1.67％ 

第 4 回水資源債券 110 億円 2006 年 11 月 9 日 2009 年 12 月 18 日 1.13％ 

第 5 回水資源債券 150 億円 2007 年 11 月 6 日 2010 年 12 月 17 日 1.04％ 

第６回水資源債券 90 億円 2008 年 12 月 4 日 2011 年 12 月 20 日 1.06% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


